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スの品種間変異グラムムーズブロス

晴彦

一草型と主要形質の関係ー

下小路英男・古谷 正道・川村公一・中住

(北見農試)

牧草の品種および個体選抜においては，遺伝力の比較的高い形質を収量などの量的形質の選抜の指標と

して利用することが多い。スムーズブロムグラスは， 8倍体(2 n = 56)のため多くの形質において変異

は大きいが3)葉のサイズ，茎数密度および草丈などは比較的遺伝力が高く，収量と密接な関係があると言

われているの。前報1)では，

緒

3番草の主要な形質から草型について検討した結果，茎数型と

茎重型に品種が分類され，秋の生育との聞に関係がみられた。

これに 1番草の生育特性を加え，草型による品種の分類を行い，草型と主要形質の関係に

2年目の 2，

本報告では，

ついて検討した。

供試品種系統
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材料と方法

供試した品種系統と調査個体数は，表1に示す通

りである。試験は， 1986年9月より北見農試闇場

9月において行なった。 1986年育苗箱に播種し，

に幼苗を90cmX90cmの栽植密度，各品種系統236個

2年目の越冬において枯死す

る個体があり，調査個体数は品種系統間で異なった。

各形質(表2，表3)の調査は，草丈をのぞいて観

察による 5段階評価で行なった。

体を圃場に移植した。

97.4 

注)永続性個体率=4年目個体/2年目
個体X100 

2，774 
結果及び考察

草型の分類

草型の分類は，草型に関連している12形質の相関

行列にもとづいた主成分分析により行なった。その

結果は，表2に示す通りである。第2主成分までの累積寄与率は68.8%で，第l主成分と第2主成分で全

これら 2成分により品種系統の分類を行なった。体の情報の 2/3以上を表していた。従って，

3番草の茎数密度および3番草の茎角度が大きい値を示しており，3番草の草勢，2， 第l主成分は，

再生草の生育，すなわち再生が良好で，直立型で，茎数が多いものか，再生が不良で，旬旬型で，茎数が

少ないものかを表していた。再生は伸長性と分げつ力に左右されることから，再生と茎数密度は同じこと

を表していると考えられる。従って，第 1主成分は，再生良・直立型と再生不良・旬旬型に分類する成分
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と考えられた。第 2主成分は，株の大きさ，葉

の大きさ，茎数密度および草丈が大きい値を示

しており，株と葉が小さく，草丈が低く，茎数

が多いものか，株と葉が大きく，草丈が高く，

茎数がすくないものかを表していた。すなわち，

第2主成分は，茎数型か茎重型に分類する成分

と考えられた。

品種系統の 2つの主成分スコアーによる散布

図は図 1に示した。図 1で明らかなように，供

試した品種系統は， 2つの主成分によって以下

の3つのグループに分けられた。(1 )茎数型:

JVo:6， 7， 9，10， (2)再生良好・直立型・茎

重型:必4，11， 12， 13，14，15，16，17， 

( 3)再生不良。伺旬型・茎重型:必:1， 2， 

3， 5， 8， 18。直立型で茎重型のものは，

茎重型のなかでは分げつ力に優れ，再生が

良好であると考えられた。このことは，前

報1)の 2，3番草における結果と，ほぽ同

じであった。

2. 草型と主要形質の関係

2つの主成分で表される草型と主要形質

との関係を相関係数から検討した。その結

果は，表3に示す通りである。第 1主成分

との関係では，再生が良好で直立型の品種

系統から不良で旬旬型のものになるにした

がって， 1番草の出穂率が高まり，倒伏が

少なくなり，褐斑病擢病程度が低くなることを示し

ていた。また，草丈及び草勢比と高い相関が認めら

れた。再生が不良で伺旬型のものは， 3年目から 4

年目にかけて草丈が低くなり，草勢が悪化する傾向

にあり，表 lで示すように枯死にはいたらないが，

永続性がや斗低下していると考えられた。第2主成

分との関係では，茎数型から茎重型の品種系統にな

るにしたがって， 2番草の出穂率が高まり，褐斑病

躍病程度が低くなることを示していた。 2つの主成

分と関係が認められた褐斑病擢病程度と草型との関

表 2. 品種系統の草型に関する主成分分析結果

形質( 評 価)第1主成分第2主成分第3主成分

-0.057 0.478 0.226 9 
-0.174. 0.3365 3 0.38 
0.310 0.351 0.094 
0.353 0.31 02 0.136 
00 0 .208 -0.179 

-000...0253809 2 7 .390 
--000 ..40902 3 ー.146

0.264 .337 -0.322 
0.180 -0.181 0.514 0 
0.421 -0.11319 9 0.02 
0.409 -0. 0.2036 3 
0.287 -0.208 -0.260 

寄固累積寄与有与値率率 ((目Z)) 
44.0 800 32.84.8 61 1.2 522 
.0 12.7 
40.0 68.8 81‘5 

注)各品種系統の平均値の相関行列にもとずき

主成分分析を行なった。
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再生良・直立型←一第 1主成分ータ再生不良・旬旬型

図1. 第 1および第2主成分スコアーによる品種
系統の散布図
注)図中の数字は，表 lの品種系統の必を示す。

表 3.主成分スコア」と主要形質の相関係数

形質(評 価)第1主成分第2主成分

越冬性(1:良......，5 :不良) ー0.235 0.166 
再生(2i草、1:長"""'5:羽) 0.587* 0.252 
再生(3i.草、1:ト，5:微) 0.929料 0.112

2襲撃a語335J ti認林 titi 
掲護票日常点:王叫 i:!?i* :j:iii; 
倒伏(1帯、1:醐"""'5:1u -0.645** -0: 042 
坦J ~(2静、 1: 醐......， 5:酌 -0.512* 0.149 
主主丈比 一0.743林 0.406

喜重量(1:~' .......，5:多 ) -iJ路孝 -jfii 
注)草丈比 :4年目1番草草丈/3年目1番草草丈x100 
草勢比:3年目1番草草勢-4年目1番草草勢
*は 5%水準で，料:1%は1%水準で有意で
あることを示す。
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係をみると(図2) ，再生が良好でかつ茎

数型の品種系統ほど擢病程度が高い傾向を

示していた。しかし，茎数型の必10と再生

が良好な%0:15，16は擢病程度が低い値であ
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3.25 
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病 2.50

った。このことは，再生を良くする方向， 擢 2・25

あるいは茎数型の方向への選抜でも，褐斑 病 2・20
程

病抵抗性を高められることを示唆している。 度 1・75

本試験では，草型と主要形質との関係に
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ついて検討したが，直立型で茎重型の品種

系統は，伺旬型で茎数型のものに比較し，

再生が良好で永続性にも優れることが示唆

された。北見農試では，多収で耐病性に優

れた系統を選放してきたが，育成された品

種系統のほとんどは，直立型で茎重型のグ

-6 -5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 

茎数型正一一一第 2主成分スコア一 一一一+茎重型

図 2. 第 2主成分スコアーと褐斑病擢病程度
の関係
注)図中の数字は，表1の品種系統の必を示す。

4 

ノレーフ。に入っており，かつ褐斑病抵抗性にも比較的優れていた。 ζれらのことから，北海道にはこのよう

な草型の品種が良く適応すると考えられる。一方，収量は茎数密度と密接な関係にあり，茎数密度の高い

品種ほど多収であると言われているのことから，今後の育種目標として，茎数密度を高める方向への選抜

も必要と考えられる。その場合の問題として，本試験の結果から，褐斑病抵抗性と永続性についても同時

に選抜する必要性が示唆される。
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